
「【平成23年基準】公共建築工事積算基準の解説＜設備工事編＞」

正誤表

「【平成23年基準】公共建築工事積算基準の解説＜設備工事編＞」の文中に、

平成23年12月現在、次のとおり訂正箇所がありました。

つきましては、ご訂正のうえ、ご利用下さいますよう、よろしくお願い申し

上げます。

なお、83頁以降の表の訂正箇所につきましては、該当頁の表を切り取って本

文頁に貼り付けをお願い申し上げます。



「【平成23年基準】公共建築工事積算基準の解説＜設備工事編＞」正誤表

総論

頁 行数・表番号 誤 正

２

扉の裏

上から６行目

「数量積算基準」：公共建築設

備数量積算基準

（平成23年度版）

「数量積算基準（設備）」：公

共建築設備数量積算基準

（平成15年版）

19
表 ―２

上から４段目

接地埋設標 接地極埋設標

公共建築工事共通費積算基準・解説

頁 行数・表番号 誤 正

56 上から13行目 工事を単独で発注する場合は、 工事を発注する場合は、

57 下から12行目 現場監理費率は、… 現場管理費率は、…

58
下から３行目 …、その他工事の純工事費は… …、その他工事の現場管理費は

…

59 上から12行目 工事を単独で発注する場合は、 工事を発注する場合は、

下から11行目 Kr＝22.86×Ｐ－0.4282×Ｔ0.4100 Kr＝22.89×Ｐ－0.2462×Ｔ0.4100

80 下から９～８行

目

上限＝16.73×Ｐ－0.4282及び下

限＝9.08×Ｐ－0.4282

上限＝16.73×Ｐ－0.0992及び下

限＝9.08×Ｐ－0.0992

上から３～４行

目

上限＝8.47×Ｐ－0.00608及 び 下

限＝3.10×Ｐ－0.00608

上 限＝8.47×Ｐ－0.0608及 び 下

限＝3.10×Ｐ－0.0608

81 下から14行目 …×NP－0.3528×Ｔ… …×Np－0.3528×Ｔ…

下から10行目 共通仮設費率10.13 現場管理費率10.13

下から７行目 現場管理費：325,890,800（円） 現場管理費＝325,890,800（円）

82
下から９～８行

目

…代入して一般管理費等率を求

めると、…

…代入して求めると、…

（１箇所）

共通仮設費 現場管理費

上から17段目

（４箇所）

共

83

上から９段目

（４箇所）、15段

目

管理費等一通仮設費 般

4表 ―1 添83頁をご利用下さい。）下記９箇所を修正（別

①



頁 行数・表番号 誤 正

下から13行目 一般工事の（改修） 一般工事（改修）

84 下から３～２行

目

上限＝8.47×Ｐ－0.00608及 び 下

限＝3.10×Ｐ－0.00608

上 限＝8.47×Ｐ－0.0608及 び 下

限＝3.10×Ｐ－0.0608

上から２行目 共通仮設費：50,000,000（円） 共通仮設費＝50,000,000（円）

上から14行目 共通仮設費：30,000,000（円） 共通仮設費＝30,000,000（円）
85

下から12～11行

目

Kr＝10.03×Ｐ－0.2027… Kr＝18.03×Ｐ－0.2027…

88
表 ―15

上から19段目

発生材処分費は共通仮設費 発生材処分費は現場管理費

下から14行目 …×NP－0.3085×Ｔ… …×Np－0.3085×Ｔ…

90 下から10行目 共通仮設費率9.31 現場管理費率9.31

下から１行目 …×NP－0.5122×Ｔ… …×Np－0.5122×Ｔ…

94 下から９行目 下限＝2.07（％） 下限＝1.66（％）

95 下から４行目 （Jo＝825.85×Ｐ… （Jo＝825.85×Np…

下から14行目 658.42×Ｐ－0.4896×… 658.42×Np－0.4896×…
96

下から１行目 Ｐ－0.4085… Np－0.4085…

97
上から１～２行

目

上限＝184.58×Ｐ－0.2263及び下

限＝87.29×Ｐ－0.2263

上限＝184.58×Np－0.2263及び下

限＝87.29×Np－0.2263

98

表 ―17

上から２行目

…、改修電気設備工事（改修）、

建築工事（改修）及び昇降機設

備工事（改修）を…

…、改修電気設備工事、改修建

築工事及び改修昇降機設備工事

を…

公共建築工事標準単価積算基準・解説［電気設備工事］

頁 行数・表番号 誤 正

①電動機その他接続材料 ①電動機その他接続材
124

表１―２―１

上から２段目

表中 ⑥防災区画処理 ⑥防火区画貫通処理

130
表１―１―２

上から７段目

合成樹脂製可とう電線管（CD） 合成樹脂製可とう電線管（CD）

埋込配管

148
下から９～３行

目（５箇所）

隠ぺい・露出配管 隠ぺい・埋込配管

②



頁 行数・表番号 誤 正

149
表１―１―24

タイトル

隠ぺい・露出配管 隠ぺい・埋込配管

162 下から１行目 5,980円/ⅿ 6,070円/ⅿ

上から１行目 5,690円/ⅿ 5,770円/ⅿ

、表１―２―15、

16に 附表

181

表１―２―15

補正市場単価

タイトル 「耐衝撃性硬質ビニル電線管

（HIVE）隠ぺい・露出配管

22」

「トレー形 溶融亜鉛めっき

（275ℊ/㎡）製 透明塗装

200（１段目）」

上から１段目 適 用 摘 要

163
補正率

ｂ/ｒ

補正率

ａ/ｋ

上から２段目

適 用

200Ａ 200

上から２段目

参考歩掛り単価

5,980 6,070

上から３段目

参考歩掛り単価

5,690 5,770

銅及び銅合金の板及び条」 「…銅及び銅合金の板並

164

」

0Ｖビニル絶縁電線（HIV） 600Ｖ二種ビニ

上から３行目 表１―１―14に補正市場単価を

適用する細目、表１―１―16、

17に 附表

表１―２―14に補正市場単価を

適用する細目

て）

下から２行目

表１―１―26参照 表１―２―26参照

193
下か

（算定式欄）

Ｋ÷ｌ ｋ÷ｌ

表１―２―16

補正市場単価

（適用欄）

60

価

から

188
（表を除い

管内配線補正市場単価か

ル絶縁電線

（HIV）

182
（表を除いて）

上から６行目

2㎜の補正市場単

条

…

配ら 管内

ら

線1.

「３ びに目行

―１ 箇 さい１ ６―4 。）記表 163頁を1 下 下用修正所を 添別（ ご利

1１表 添―4―１ 別 用下さ64頁をご利 。）2 い（

― ―１１ い。）43（別添164頁をご利用下さ表

③



頁 行数・表番号 誤 正

196

表１―３―８

参考歩掛り

表番号（２箇所）

表ＲＥ―１―４ 表ＲＥ―１―12

（表を除いて）

下から４行目

表１―１―３参照 表１―３―９参照

上から８行目 表２―１―102 表２―１―100

表１―５―１

表１―５―２

タイトル

表Ｍ１―１―71 表Ｍ１―１―70、71

203

事」…

①…「第１節共通工事３接地工

事」…

２列

目

表２―４―４ 高

下から１段目

容積品（６箇所）

㎥未満 ㎏／㎥未満

42

右から５列目

単位（３箇所）

一式 １式

右から３列目

雑

表２―４―

230 表の右から

価格

表

雑材料欄追加（電力量計と電工

の欄の間に入る）

239
上から５行目 ①…「第１節共通工事２―１―

３接地工

考 2,880×0.14

箇所）

材料費 材料

クトル

２―３―３

上から１

圧コンデンサ 高圧進相コンデンサ

250

３―

2

上から３段目

突針

単位 基 単位 個

×0.16 備

たり １基当た

材料（７

表２―

５ 直列リア

３段目

直列リアクトル（高

段目

１組当

ン

デンサ用）

り

243

２―４ 14

３

から

2,8

その他

備考

コ

6

表 80

圧進相

5 下

―

2

５― ご― 頁を１ を修正２ （別表 203 い。）さ利用下記６箇所 添下

5 添（別―１ ご利用2 30頁を 。）正 い2表２― 所を修箇下記１ 下さ

）表 ３ 箇所を修正２― 。242頁を（別添 下さい下記―２ 1 ご利0 用

頁 。を 用 ）ご利表２―４― 下さい４箇所を修４ 下記 250添正（別

―２―４表 箇所を修５ 下記２ 250頁をご利用下さい。）正（別添

④



頁 行数・表番号 誤 正

257
表２―４―15

上から１段目

１㎡当たり １ⅿ当たり

から１段目

１台当たり １個当たり

329

土工事表２―１―109～

274 名称・所要量の

欄

厚鋼電線管 厚鋼電線管・ケーブル保護用合

成樹脂被覆鋼管

275
表２―７―４

タイトル

表Ｅ１―２―39 表Ｅ１―２―38

276

表２―７―５

欄外

上から３行目

節７土木工事表２―１―72～76

による。（旧機械設備番号）

節７

のため、歩掛り（電

工の所

114

による。

表３―１―９

上から１段目

１台当たり １個当たり

283 表３―１―９

上から３段目

ボタン用電話機

単位 台 単位 個

291
表３―２―７

上から１段目

据置形120Ｗ ラック形120Ｗ

315
表３―６―６

上

56×1.2＊

表の下 欄外 ＊露出配管

段目

１個当たり １カ所当た

要量）を1.2倍した。

参考資料［電気設備工事］

頁 行数・表番号 誤 正

0

3

下か

351
表１―１―15

上から１

1.2＝0.0672 備考

34

6×備ら３段目

電工

り

考 0.05 .

350

0

74― 用下さ頁をご利表２ 別添2７―３ 下記１ い。）修正（箇所を

をご利１―７ （表２― 2頁9 。）別 用下さい添3

１１― 修正（別添343頁をご利用下さい。）表 記２箇所―５ 下 を

さ 。）い表１―１―12（別添350頁をご利用下

⑤



頁 行数・表番号 誤 正

断熱材被覆銅管 継手率 30

冷媒用銅管 継手率 40※

断熱材被覆銅管

352
名称 分岐 幹線 分岐 幹線欄 削除

357

表１―３―１

下から１段目

接地極埋設標

単位 個 単位 枚

公共建築工事標準単価積算基準・解説［機械設備工事］

頁 行数・表番号 誤 正

371 上から１行目 …施工単価当たり… …施工単位当たり…

375 下から５行目 、「数量基準」… 、「数量積算基準（設備）」…

382
上から１行目 …125Ａ以上はフランジ接合と

している。

…125Ａ以上はフランジ接合又

は溶接接合としている。

399
表２―１―16

下から１段目

冷媒用銅管・被覆銅管 冷媒用銅管・断熱材被覆銅管

400
表２―１―17

下から１段目

被覆銅管 断熱材被覆銅管

表２―１―18

下から１～２段

目（４箇所）

冷媒用銅管 継手率 40

1.45） 継手 １式（管単価×1.60）

表２―１―29

下から２

継手率 30※404

～

405 表２―１―18

表の下 欄外

※継手、接合材等を含んだ率を

示す。

413
表２―１―27

上から３段目

80 1.05 80 1.10

表２―１―29

タイトル

…表Ｍ１―１―36、… …表Ｍ１―１―37、…

414
表２―１―29

上から４段目

継手 １式（管単価×

0.08） １式（労務費×0.08）

多量トラップの労務歩掛

り
4

段目

１式（管単価×

また、多量トラップの労務は、

…

また、行目

は、…
9

上から７
2

。をご利頁 下さい52表１― 用―１ 下記１箇所を２ 正（別添3修 ）

814 ―１―39（別表２ 8頁をご利用下さい。）1添4

194 １表２― （別添419頁をご利用下さい。）―40

⑥



頁 行数・表番号 誤 正

下から10行目 …、保温労務歩掛りは、… …、保温工労務歩掛りは、…

443 下から９行目 …、ダクト労務歩掛りは、… …、ダクト工労務歩掛りは、…

下から１行目 …ステンレス鋼管及び鋼管の… …ステンレス鋼管及び銅管の…

表２―１―83―

２

タイトル

配管類（冷温水管） 保温工事（冷温水管）

459 表２―１―83―

３

タイトル

配管類（冷温水管） 保温工事（冷温水管）

下から４行目 合成樹脂カバー 合成樹脂製カバー

上から10行目 合成樹脂カバー 合成樹脂製カバー

上から13行目 合成樹脂カバー 合成樹脂製カバー

イラルダクト） 保温工事（スパイ

460

参考歩掛り

摘要欄

合成樹脂カバー 合成樹脂製カバー

補正市場単価 補正市場単価（ロックウール） 補正市場単価（ポリスチレンフ

ォーム）

補正市場単価

摘要欄

合成樹脂カバー 合成樹脂製カバー

461

表２―１―84―

２

タイトル

配管類（給水管） 保温工事（給水管）

表２―１―84―

３

タイトル

配管類（給水管） 保温工事（給水管）

462
表２―１―84―

４

タイトル

配管類（給水管） 保温工事（給水管）

表２―１―85―

２

タイトル

ダクト類（スパイラルダクト） 保温工事（スパイラルダクト）

464
表２―１―85―

３

タイトル

ダクト類（スパ ルダクト）ラ

48 記３箇所を修正下表２―１―

⑦



頁 行数・表番号 誤 正

476 上から２行目 表２―１―101から… 表２―１―99から…

478
表２―１―101

下から２段目

ポンプ 重量品 1.0 ポンプ 重量品 1.1

490

ダクト（低

548

表２―２―52

下から２段目

ベント

511

プ

直径100㎜ 150 200 100㎜ 150㎜ 20

522
上から６行目 また、標準仕様書との接合を図

るため…

また、標準仕様書との整合を図

るため…

530 下から２行目 なお、機料単価は… なお、材料単価は…

542
上から４行目 …なお、⑵材料、… …なお、市場単価の場合も⑵材

料、…

表２―２―46

下から１段目

名称

スパイラル

行目 …切断

圧ダクト）

※市場単価は350φまで

スパイラルダクト（低圧ダクト）

「※市場単価は350φまで」を

削除して下さい。
543

表２―２―46

下から１段目

規格仕様

100φ 口径100φ～350φ

544
表２―２―47

注記

チャンバー、ボックスの板厚

は、三辺の最大寸法を、…

チャンバー、ボックスの板厚

は三辺の最大寸法を、…

546

新営工事…
609

577

605 上から４

目

ガソリン

し、移行のダクトに… …切断し、以降のダ

キャッ

…

608
上から５、６行

目

…、新設歩掛り… …、新

0㎜

553

上から４行目 …、新設工事… …、

ら11段目

衛生器具

上か

下から８、７行

新設歩掛り

阻集器 グリース阻集器

598
表３―１―１

下か

トに

（在来工法）〇設備（在来工法）― 衛生器具設備

…、新営歩掛り

599

11行目 …、

…

ク

……ら

営歩掛り

。1 い4 ）0― をご利用下さ表２―１ 頁別添11（ 9

。9表 別 い511頁をご利用下さ添― ）２―２ 1 （

２ 別 5表 46頁をご利用下さい。）―２―49（ 添

）―２―59（別添553頁をご利用下さい。表２

。）表３―２―１ （別添599頁をご利用下さい

⑧



頁 行数・表番号 誤 正

615

正

626、

627

】

参考歩掛り

表番号

表ＲＥ

附

参考資料［機械設備工事］

頁 行数・表番号 誤

689

【接地工事１ ―12

法

頁 行数

655

号

―１―11 表ＲＥ―１

価算出方

表

表 補正

・

場

番 誤 正

市 単

を 利用表３ ご615頁 ）―５― 下さい添（ 。８ 別

6―１２― 添参考表 さい。）４ （別 頁をご26頁、627 下利用

考表参 ご利用下さい。）２―４―５ （別添655頁を

⑨



公共建築工事共通費積算基準・解説

― ―83

表 ―14 電気設備工事における共通費の計算例

（新営電気設備工事と改修電気設備工事を一括で発注する場合） 単位：円

工事種別 工期 直接工事費 契約済工 今回工事 計 共通仮設費率 補正率 全体共通仮設費 契約済共通仮設費 今回共通仮設費

18.4一般工事（新営） 316,000,000 316,000,000 3.13 1.0 9,890,800 9,890,800

一般工事（改修） 85,600,000 85,600,000 3.16 1.0 2,704,960 2,704,960

その他工事 12,000,000 12,000,000 1.00 1.0 120,000 120,000

電気設備工事

小計 413,600,000 413,600,000 12,715,760 12,715,760

発生材処分費 1,000,000 1,000,000 －

計 414,600,000 414,600,000 12,715,760 12,715,760

工事種別 工期 純工事費 契約済工 今回工事 計 現場管理費率 補正率 全体現場管理費 契約済現場管理費 今回現場管理費

18.4一般工事（新営） 325,890,800 325,890,800 10.13 1.0 33,012,738 33,012,738

一般工事（改修） 88,304,960 88,304,960 9.52 1.0 8,406,632 8,406,632

その他工事 12,120,000 12,120,000 2.00 1.0 242,400 242,400

電気設備工事

小計 426,315,760 426,315,760 41,661,770 41,661,770

発生材処分費 1,000,000 1,000,000 －

計 427,315,760 427,315,760 41,661,770 41,661,770

工事種別 ― 工事原価 契約済工 今回工事 計 一般管理費等率 補正率 全体一般管理費等 契約済一般管理費等 今回一般管理費等

一般工事（新営） 358,903,538 358,903,538

一般工事（改修） 96,711,592 96,711,592

その他工事 12,362,400 12,362,400

電気設備工事

小計 467,977,530 467,977,530

発生材処分費 1,000,000 1,000,000

計 468,977,530 468,977,530 8.34 1.0 39,112,726 39,112,726

合計(工事価格) 508,090,256

（注）１．契約保証費を必要とする場合は、一般管理費等率を補正する。

発生材処分費は現場管理費の対象としない

発生材処分費は共通仮設費の対象としない



㎡）製 焼付け又は粉体塗装 200Ａ（１段目）」（ｋ）は、5,770円/ｍとなる。

算定式により補正率は1.05となり、この補正率1.05を類似する市場単価（単価記

号：Ａ）に乗じて作成する。（表１―１―41参照）

表１―１―41 補正市場単価 「トレー形 溶融亜鉛めっき（275ℊ/㎡）製 透明塗装 200（１

段目）」算出結果

細 目 摘 要 単位 参考歩掛り単価 補正率
ａ/ｋ 備 考

ケーブルラック
トレー形 溶融亜鉛めっき（275ℊ/㎡）製 透明

塗装 200（１段目）支持材加算
ⅿ ａ 6,070 表１―１―42

1.05

ケーブルラック

はしご形 ZM 溶融亜鉛めっき（100ℊ/㎡）製

焼付け又は粉体塗装 200Ａ（１段目）支持材加

算

ⅿ ｋ 5,770 表１―１―43

トレー形 溶融亜鉛めっき（275g/㎡）製 透明塗装 200（１段目） の補正市場

単価

＝はしご形 ＺＭ溶融亜鉛めっき（100g/㎡）製 焼付け又は粉体塗装 200Ａ（１段

目）の市場単価×補正率

として算出される。

図１―１―20 ケ―ブルラック支持材（参考図）

１ 配管工事
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表１―１―42 ケーブルラック トレー形 ZT（１段目）支持材加算（ａ）

（「公共研参考歩掛り」表RE―１―４）

ケーブルラックZT

形（支持材加算）
200 直線 １段目 １ⅿ当たり 6,070円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

ケーブルラックZT
形 200 直線 ⅿ 1 1,600 1,600 １本当たり4,800円

4,800÷３ⅿ

雑 材 料 （材）×２％ 式 １ 32 1,600×0.02

電 工 人 0.183 19,200 3,5136

支 持 材 インサート
Ｗ３/８ 個 1 315 315 ＊１

支 持 材 吊ボルト
Ｗ３/８×1000㎜ 個 1 831 831 ＊１

支 持 材 ダクターチャンネル
40× 30 ⅿ 0.2 331 662 １本当たり828円

828÷2.5ⅿ ＊２

支 持 材 ダクター吊金具 個 1 72 72 ＊１

支 持 材 振れ止め金具 個 1 110 110 ＊１

そ の 他 （労）×16％ 式 １ 56218 3,513.6×0.16

計 6,07058

＊１ 所要量＝支持点数（２点）×0.5：鋼製ラック（支持間隔２ⅿ）＝0.5（カ所/ⅿ）

＊２ 所要量＝｛ラック幅（200㎜）＋吊り余長（100㎜×２）｝×0.5：鋼製ラック（支持間隔２ⅿ）＝0.5（カ所/ⅿ）

表１－１－43 ケーブルラック はしご形 ZM（１段目）支持材加算（ｋ）

（「公共研参考歩掛り」表RE―１―４）

ケーブルラックZM

形（支持材加算）

200Ａ 直線 １段

目
１ⅿ当たり 5,770円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

ケーブルラックZM
形 200Ａ 直線 ⅿ 1 1,310 1,310 １本当たり3,920円

3,920÷３ⅿ

雑 材 料 （材）×２％ 式 １ 262 1,310×0.02

電 工 人 0.183 19,200 3,5136

支 持 材 インサート
Ｗ３/８ 個 1 315 315 ＊１

支 持 材 吊ボルト
Ｗ３/８×1000㎜ 個 1 831 831 ＊１

支 持 材 ダクターチャンネル
40× 30 ⅿ 0.2 331 662 １本当たり828円

828÷2.5ⅿ ＊２

支 持 材 ダクター吊金具 個 1 72 72 ＊１

支 持 材 振れ止め金具 個 1 110 110 ＊１

そ の 他 （労）×16％ 式 １ 56218 3,513.6×0.16

計 5,77478

＊１ 所要量＝支持点数（２点）×0.5：鋼製ラック（支持間隔２ⅿ）＝0.5（カ所/ⅿ）

＊２ 所要量＝｛ラック幅（200㎜）＋吊り余長（100㎜×２）｝×0.5：鋼製ラック（支持間隔２ⅿ）＝0.5（カ所/ⅿ）
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⑵ 搬入費算出例

① 質量0.5 の変圧器（0.7ⅿ×0.5ⅿ×１ⅿ＝0.35㎥）の単位質量は500÷0.35＝

1,428㎏/㎥となり表１―５―２により重量品を適用し補正率を1.2とする。

搬入費＝0.5×41,100×1.2＝24,660円

② 質量1.0 の低圧配電盤（1.0ⅿ×2.0ⅿ×2.0ⅿ＝4.0㎥）の単位質量は1,000÷

4.0＝250㎏/㎥となり表１―５―２により容積品を適用し補正率を1.7とする。

搬入費＝1.0×41,100×1.7＝69,870円

※ 搬入基準単価は、 ５⑸表２―１―100 搬入基準単価の計算例を参照。

表１―５―１ 搬入費算出例（「標準単価積算基準」表Ｍ１―１―70、71）

質量 容積 単位質量 判定
名称

補正率

（表１―５―２）

基準単価

（円／ ）
搬入費（円）

㎥ ㎏／㎥ 重≧600＞容

変圧器 0.5 0.35 1,429 重量品 1.2 41,100 24,700

低圧配電盤 1.0 4.00 250 容積品 1.7 41,100 69,900

表１―５―２ 補正率（「標準単価積算基準」表Ｍ１―１―70、71）

補正率

質量又は容積質量 補正率

250㎏以下 1.3

500㎏以下 1.2

800㎏以下 1.1

1,000㎏以下 1.0重

量

品

600㎏╱

㎥以上
3,000㎏以下 0.85

5,000㎏以下 0.75

7,000㎏以下 0.7

10,000㎏以下 0.6

15,000㎏以下 0.5

600㎏╱㎥未満 1.0

500㎏╱㎥未満 1.2容

積

品

600㎏╱

㎥未満

400㎏╱㎥未満 1.4

300㎏╱㎥未満 1.7

200㎏╱㎥未満 2.0

100㎏╱㎥未満 2.5

（注）１．単独搬入の場合は、補正率を30％割増しする。

５ 機器搬入
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表２―１―25 開閉器箱・配分電盤（組込機器）（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―16）

開閉器箱・配分電盤（組込機器）

細 目 摘 要 単
位

名 称 ・ 所要量

リ
モ
コ
ン
リ
レ
ー

リ
モ
コ
ン
ト
ラ
ン
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

伝
送
ユ
ニ
ッ
ト

電
磁
接
触
器

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

電
力
量
計

雑

材

料

電

工

そ

の

他

個 個 個 個 個 個 個 個 人

リモコンリレー 20Ａ 個 1

１式

（
材
料
価
格
×
0.02
）

0.084

リモコントランス 個 1 0.050

リモコンリレーＴ/Ｕ付
6Ａ×1

6Ａ×4

個

個

1

1

0.062

0.200

ターミナルユニット
１個用

４個用

個

個

1

1

0.025

0.050

伝送ユニット 個 1 0.146 １式

電磁接触器 ２Ｐ協約形 個 1 0.125

タイムスイッチ 協約形 個 1 0.050

コントロールユニット タイムスイッチ用 個 1 0.050

コントロールユニット

ＡＳ付

タイムスイッチ用

自動点滅器対応
個 1 0.125

電力量計 個 1 0.217

⑷ 単価作成例

「分電盤の施工費計算式」

分電盤施工費＝材料単価×雑材料率＋労務単価×所要量＋その他 ※

※その他＝（労務単価×所要量）×下請経費等率

表２―１―26 分電盤施工費（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―15）

分 電 盤

施 工 費
L-1 壁掛形 １面当たり 124,000円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

分 電 盤 L-1 面 1 (749,000) (749,000) 参考値
別途計上

雑 材 料 (材)×２％ 式 1 14,980 749,000×0.02

電 工 適用人員 人 5 19,200 96,000 ＊

そ の 他 (労)×14％ 式 1 13,440 96,000×0.14

計 124,420
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表２―３―２ 雷保護設備（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―20）

雷保護設備

細 目 単位 名 称 摘 要 単位 所要量 雑材料 その他 備 考

突 針 基

突 針

支 持 管

取 付 金 具

電 工

屋上・外壁

個

本

組

人

１

１

１

2.65

１式

(材料価格

×0.02)

１式

導 線 ⅿ

導 線

支 持 金 具

電 工

ⅿ

１式

人

1.1

0.092

１式

(材料価格

×0.02)

ⅿ

銅 よ り 線

支持ボルト

電 工

ⅿ

１式

人

1.05

0.122

１式

(材料価格

×0.02)水 平 導 体 又 は

メ ッ シ ュ 導 体

ⅿ

銅帯又はアルミ帯

支持ボルト

電 工

ⅿ

１式

人

1.05

0.200

１式

(材料価格

×0.02)

鉄筋等接続端子 個

接 続 端 子

溶 接 工

個

人

１

0.230

１式

(材料価格

×0.10)

水 切 端 子 個

水 切 端 子

電 工

個

人

１

0.175

１式

(材料価格

×0.02)

端 子 箱

電 工
1、2個端子用

個

人

１

0.250

試験用接続端子箱 個
端 子 箱

電 工
3、4個端子用

個

人

１

0.440

１式

(材料価格

×0.02)
端 子 箱

電 工
5、6個端子用

個

人

１

0.600
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表２―４―４ 高圧進相コンデンサ（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―23）

高圧進相コンデンサ

名 称 ・ 所 要 量

細 目 摘 要 単位

高
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ

雑

材

料

電

工

普

通

作

業

員

そ

の

他

搬

入

費

台 人 人

三相 10/12kvar １ 0.248 0.248

三相 15/18kvar １ 0.301 0.301

三相 20/24kvar １ 0.442 0.442

三相 25/30kvar １ 0.558 0.558

高圧進相

コンデンサ

(6kV/3kV)

三相 30/36kvar
台

１
１ 式

材料価格
×0.002

0.575 0.575
１式 １式

三相 50kvar １ 0.655 0.655

三相 75kvar １ 1.13 1.13

三相 100kvar １ 1.26 1.26

三相 150kvar １ 1.59 1.59

三相 200kvar １ 1.78 1.78

表２―４―５ 直列リアクトル（高圧進相コンデンサ用）（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―24）

直列リアクトル（高圧進相コンデンサ用）

名 称 ・ 所 要 量

細 目 摘 要 単位

直
列
リ
ア
ク
ト
ル

雑

材

料

電

工

普

通

作

業

員

そ

の

他

搬

入

費

台 人 人

三相SC 50kvar用 １ 0.629 0.629

三相SC 75kvar用 １ 0.682 0.682
直列リアクトル

(6kV/3kV)
三相SC 100kvar用 台 １

１ 式

材料価格
×0.002

0.823 0.823 １式 １式

三相SC 150kvar用 １ 0.911 0.911

三相SC 200kvar用 １ 0.973 0.973

⑤ 高圧開閉器、その他

開放垂直形の機器類に適用し、高圧気中開閉器、断路器等は極数、定格電流によ

り採用する。計器用変成器、避雷器等は種類ごとに適用する。

計器用変成器、避雷器等は、１組でなく１個の歩掛りを示す。

⑥ 工事材料

1） 銅帯等

銅帯、銅棒、電線の歩掛りは、サイズにより適用する。開放形のフレーム部配
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表２―７―３ 地中管路イ（「標準単価積算基準」表Ｅ１―２―38）

地中管路イ

名 称 ・ 所 要 量

細 目 摘要

単

位

保
護
用
合
成
樹
脂
被
覆
鋼
管

厚
鋼
電
線
管
・
ケ
ー
ブ
ル

硬
質
ビ
ニ
ル
電
線
管

波
付
硬
質
合
成
樹
脂
管

付

属

品

雑

材

料

電

工

そ

の

他

備 考

ⅿ ⅿ ⅿ 人

16 0.042

22 0.056

28 １
式
（
管
価
格
×
0.15
）

0.072

36 0.086厚鋼電線管 (G)

ケーブル保護用

合成樹脂被覆鋼管

(GLL、GLT)

42
ⅿ 1.05

１ 式

材料価格
×0.02

0.119 １式
54 0.160

70 0.186

82 0.226

92 0.252

104 0.281

16 0.030

22 １
式
（
管
価
格
×
0.15
）

0.037

28 0.044

硬質ビニル電線管

(VE、HIVE)

36 ⅿ 1.05

１ 式

材料価格
×0.02

0.060 １式
42 0.075

54 0.091

70 0.113

82 0.135

30

１
式
（
管
価
格
×
0.04
）

0.026

40 0.031

50 0.035

65 0.040
波付硬質合成樹脂管

（FEP）
80 ⅿ 1.05

１ 式

材料価格
×0.01

0.045 １式

100 0.060

125 0.066

150 0.072

200 0.105
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表２－１－５ ねじなし電線管の撤去費（再使用しない）

（「標準単価積算基準」表Ｅ２―１―２）

撤 去 費
ねじなし電線管

（Ｅ）25 隠ぺい
再使用しない １ⅿ当たり 240円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

電 工 人 0.011 19,200 2112

そ の 他 (労)×16％ 式 1 3379 211.20×0.16

計 24499

表２－１－６ プルボックスの撤去費（再使用しない）

（「標準単価積算基準」表Ｅ２―１―５）

撤 去 費
プルボックス

300×300×300（㎜）
再使用しない １個当たり 2,000円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

電 工 人 0.09 19,200 1,728 （300＋300＋300）×0.0001

そ の 他 (労)×16％ 式 1 27648 1,728×0.16

計 2,00448

② 新営歩掛りに対する乗率による単価作成例

「ケーブル、照明器具の撤去費（再使用する）の計算式」

ケーブル、蛍光灯器具の撤去費＝ 労務単価×新営所要量×乗率＋その他 ※

※その他＝(労務単価×所要量)×下請経費等率

表２－１－７ ケーブル撤去費（再使用する）

（「標準単価積算基準」表Ｅ１―１―７、表Ｅ２―１―１）

撤 去 費

（取 り 外 し）

600Ｖポリエチレン

ケーブル 60㎟－３Ｃ

ケーブルラック配線

再使用する １ⅿ当たり 880円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

電 工 人 0.03936 19,200 75571 0.082×1.2×0.4＊

そ の 他 (労)×16％ 式 1 12091 755.71×0.16

計 87662

＊ケーブルラック配線のため、歩掛り（電工の所要量）を1.2倍した。

第２節 撤 去
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⑧ 雑材料率

設計図面からは計測できない材料で、その数量及び金額がわずかで内訳書に計上し

にくいものなどで、現場施工上必要となる諸材料や消耗品等をまとめて雑材料とし

て、実績値を分析することにより、材料価格（所要量の電線管価格＋付属品価格）に

対する率（雑材料率）で一括計上する。

雑材料としては、サドル、ボルト、ナット、ねじ、くぎ、プラグ、テープ、絶縁及

びさび止め塗料、ウェス、結束線、補修及び養生のために必要な鉄筋、木材等の工事

用補助材などがある。

⑵ 単価作成例

「ねじなし電線管の複合単価計算式」

ねじなし電線管＝材料単価×所要量＋材料単価×付属品率＋（材料単価×所要量＋材

料単価×付属品率）×雑材料率＋労務単価×所要量＋その他 ※

※その他＝（労務単価×所要量）×下請経費等率

表１―１―５ ねじなし電線管（Ｅ）（「公共研参考歩掛り」表RE―１―１）

ねじなし電線管（Ｅ） Ｅ25 露出配管 １ⅿ当たり 1,780円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

ねじなし電線管（Ｅ） Ｅ25 ⅿ 1.1 171 1881 １本636円 636÷3.66ⅿ

付 属 品 (管)×50％ 式 1 855 171×0.5

雑 材 料 (材)×5％ 式 1 1368（188.1＋85.5）×0.05

電 工 人 0.0672 19,200 1,29024 0.056×1.2＊

そ の 他 (労)×16％ 式 1 20644 1,290.24×0.16

計 1,78396

＊露出配管のため、歩掛り（電工の所要量）を1.2倍した。

１ 配管工事

― ―343



⑵ 単価作成例

「プルボックス、アウトレットボックスの複合単価計算式」

プルボックス、アウトレットボックス＝材料単価×所要量

＋(材料単価×所要量)×雑材料率＋労務単価×所要量＋その他 ※

※その他＝（労務単価×所要量）×下請経費等率

表１―１―12 プルボックス（「公共研参考歩掛り」表RE―１―７）

プ ル ボ ッ ク ス SS300×300×300C 隠ぺい １個当たり 13,800円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

プ ル ボ ッ ク ス SS300×300×300C 個 1 3,450 3,450 ①接地端子付

支 持 材 インサート
Ｗ３/８ 個 2 315 63 ②

支 持 材
吊ボルト（ナット
付）
Ｗ３/８×1000㎜

個 2 895 179 ③

雑 材 料 （材）×２％ 式 1 7384 （①＋②＋③）×0.02

電 工 人 0.45 19,200 8,640 （300＋300＋300）×0.0005

そ の 他 （労）×16％ 式 1 1,3824 8,640×0.16

計 13,78824

表１―１―13 アウトレットボックス（「公共研参考歩掛り」表RE―１―７）

アウトレットボックス
中４角深形

102×54

ボックスカ

バー共
１個当たり 2,430円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

アウトレットボックス 中４角深形
102×54 個 1 148 148

ボ ッ ク ス カ バ ー 中４角 個 1 4950 495

雑 材 料 （材）×２％ 式 1 395 （148＋49.5）×0.02

電 工 人 0.1 19,200 1,920

そ の 他 （労）×16％ 式 1 3072 1,920×0.16

計 2,42865
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２ 配 線 工 事

［１］ 600Ｖ絶縁電線

⑴ 公共研参考歩掛り

① 600Ｖ絶縁電線の歩掛り（表１―２―１）には、場内小運搬、材料、工具等の準備、

呼線入線、寸法切り、通線、ボックス内での分岐、接続、テーピング等、絶縁抵抗試

験、回路表示、残材片付け、清掃等を含む。ただし、機器への接続費は含まない。

② この歩掛りは、600Ｖ絶縁電線を電線管内に配線する歩掛りであるが、金属ダクト、

線ぴ類に配線する場合にも適用する。

③ 接地線として配線する場合には、管内の他にラック、ピット、トラフ、ダクト等に

配線する場合にも適用する。

④ 合成樹脂可とう電線管（PF管、CD管）内配線の場合は、歩掛り（電工の所要量）

を0.9倍する。

表１―２―１ 600Ｖ絶縁電線（EM―IE、EM―IC、HIV、IV、IC）

（「公共研参考歩掛り」表RE―１―９）

600Ｖ絶縁電線（EM―IE、EM―IC、HIV、IV、IC）

細 目 単位 名 称 単位 所 要 量 備 考

600Ｖ絶縁電線 ⅿ

600Ｖ絶縁電線 ⅿ
14㎟以下 1.15
22㎟以上 1.10

1.0㎜
1.2㎜
1.6㎜
2.0㎜
5.5㎟
8 ㎟
14 ㎟

人

0.009
0.010
0.010
0.011
0.014
0.016
0.020

電

工

22 ㎟
30 ㎟
38 ㎟
50 ㎟
60 ㎟
80 ㎟
100 ㎟
125 ㎟
150 ㎟
200 ㎟
250 ㎟
325 ㎟

人

0.024
0.029
0.032
0.037
0.042
0.049
0.056
0.063
0.073
0.083
0.098
0.117

雑 材 料 １式（材料価格×0.05）

そ の 他 １式
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表２―１―37 配管用炭素鋼鋼管（白）（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―23）

冷 温 水 管 呼び径100Ａ 屋内一般 ねじ接合 １ⅿ当たり 13,000円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 100Ａ ⅿ 1.05 2,140① 2,247

継 手 管単価×65％ 式 1 1,391 ② ①×0.65

接 合 材 等 管単価×５％ 式 1 107 ③ ①×0.05

支 持 金 物 管単価×15％ 式 1 321 ④ ①×0.15

配 管 工 人 0.401 18,000 7,218 ⑤

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 57744 ⑥（⑤）7,218×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 1,16932 ⑦（⑤～⑥）7,795.44×0.15

計 13,03076

表２―１―38 配管用炭素鋼鋼管（白）（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―29）

排 火 管 呼び径100Ａ 屋内一般 MD継手 １ⅿ当たり 12,100円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 100Ａ ⅿ 1.1 2,140① 2,354

継 手 管単価×115％ 式 1 2,461 ② ①×1.15

支 持 金 物 管単価×20％ 式 1 428 ③ ①×0.20

配 管 工 人 0.306 18,000 5,508 ④

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 44064 ⑤（④）5,508×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 8923 ⑥（④～⑤）5,948.64×0.15

計 12,08394

表２―１―39 配管用炭素鋼鋼管（黒）（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―32）

ブ ラ イ ン 管 呼び径100Ａ 屋内一般 溶接接合 １ⅿ当たり 11,400円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 100Ａ ⅿ 1.05 1,730① 1,8165

継 手 管単価×30％ 式 1 519 ② ①×0.30

接 合 材 等 管単価×８％ 式 1 1384 ③ ①×0.08

支 持 金 物 管単価×15％ 式 1 2595 ④ ①×0.15

配 管 工 人 0.389 18,000 7,002 ⑤

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 56016 ⑥（⑤）7,002×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 1,13432 ⑦（⑤～⑥）7,562.16×0.15

計 11,42988
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表２―１―40 圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―17）

消 火 管 呼び径50Ａ 屋内一般 ねじ接合 １ⅿ当たり 7,340円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 50Ａ ⅿ 1.1 1,120① 1,232

継 手 管単価×110％ 式 1 1,232 ② ①×1.10

接 合 材 等 管単価×５％ 式 1 56 ③ ①×0.05

支 持 金 物 管単価×15％ 式 1 168 ④ ①×0.15

配 管 工 人 0.208 18,000 3,744 ⑤

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 29952 ⑥（⑤）3,744×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 60653 ⑦（⑤～⑥）4,043.52×0.15

計 7,33805

表２―１―41 一般配管用ステンレス鋼管（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―36）

給 湯 管 呼び径50SU 屋内一般
圧縮・

プレス接合
１ⅿ当たり 5,860円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 50SU ⅿ 1.1 956① 1,0516

継 手 管単価×145％ 式 1 1,3862 ② ①×1.45

支 持 金 物 管単価×10％ 式 1 956 ③ ①×0.10

配 管 工 人 0.149 18,000 2,682 ④

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 21456 ⑤ (④)2,682×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 43448 ⑥（④～⑤）2,896.56×0.15

計 5,86444

表２―１―42 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―40）

排 水 管 呼び径100Ａ 屋内一般 MD継手 １ⅿ当たり 11,200円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 100Ａ ⅿ 1.1 2,210① 2,431

継 手 管単価×70％ 式 1 1,547 ② ①×0.70

支 持 金 物 管単価×15％ 式 1 33150 ③ ①×0.15

配 管 工 人 0.306 18,000 5,508 ④

は つ り 補 修 労務費×８％ 式 1 44064 ⑤ (④)5,508×0.08

そ の 他 （労＋はつり）×15％ 式 1 8923 ⑥（④～⑤）5,948.64×0.15

計 11,15044

１ 配管工事
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表２―１―111 運搬機械運転（ 標準単価積算基準」表Ｍ１―１―75）

運 搬 機 械 運 転
トラック

普通用 ２ 積
１日当たり 23,100円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

一 般 運 転 手 人 1 14,200 14,200 ①

燃 料 軽油 Ｌ 23.1 110 2,541 ②

機 械 損 料 普通用 ２ 積 日 1.14 3,570 4,0698 ③

そ の 他 （労）×16％ 式 1 2,272 ④（①）14,200×0.16

計 23,0828

表２―１―112 根切り（機械）(標準単価積算基準」表Ｍ１―１―73）

根 切 り
機械

（バックホウ0.45㎥）
１㎥当たり 980円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

バ ッ ク ホ ウ 運 転 日 0.017 43,701 74292

普 通 作 業 員 人 0.015 13,600 204

そ の 他 （労）×16％ 式 1 3264 204×0.16

計 97956

表２―１―113 埋戻し（機械）(標準単価積算基準」表Ｍ１―１―73）

埋 戻 し
機械

（バックホウ0.45㎥）
１㎥当たり 1,860円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

バ ッ ク ホ ウ 運 転 日 0.011 43,701 48071

タ ン パ 運 転 日 0.031 20,93054 64885

普 通 作 業 員 人 0.046 13,600 6256

そ の 他 （労）×16％ 式 1 1001 625.6×0.16

計 1,85526

表２―１―114 砂利地業(標準単価積算基準」表Ｍ１―１―73）

砂 利 地 業 １㎥当たり 6,570円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

切 込 み 砂 利 ㎥ 1.1 3,100 3,410

普 通 作 業 員 人 0.2 13,600 2,720

そ の 他 （労）×16％ 式 1 4352 2,720×0.16

計 6,5652
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表２―２―17 空気熱源ヒートポンプユニット（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―８）

空 気 熱 源

ヒートポンプユニット

5.5 以下

防振基礎
据付費 １基当たり 75,100円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

空 気 熱 源
ヒートポンプユニット

5.5 以下
防振基礎 基 1 ―

設 備 機 械 工 人 3.1×1.2 17,700 65,844 20％増し

そ の 他 （労）×14％ 式 １ 9,21816 65,844×0.14

計 75,06216

表２―２―18 小形二重効用直だき吸収冷温水機（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―９）

小 形 二 重 効 用

直だき吸収冷温水機
105 据付費 １基当たり 170,000円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

小 形 二 重 効 用
直だき吸収冷温水機 105 基 1 ―

設 備 機 械 工 人 8.44 17,700 149,388

そ の 他 （労）×14％ 式 １ 20,91432 149,388×0.14

計 170,30232

表２―２―19 冷却塔（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―10）

冷 却 塔
41.8 、防振基礎

カウンターフロー
据付費 １基当たり 31,700円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

冷 却 塔 41.8
カウンターフロー 基 1 ―

設 備 機 械 工 人 1.31×1.2 17,700 27,8244 20％増し

そ の 他 (労)×14％ 式 １ 3,89542 27,824.4×0.14

計 31,71982

２ 冷凍機設備

― ―511



① 市場単価にはダクトのシール、吊り用インサート（材工共）が単価構成内容に含

まれていないので、表２―２―49に示す補正率を乗じた補正市場単価を使用する。

表２―２―49 市場単価及び補正市場単価（ダクト設備）

市場単価

細 目 摘 要 単位 単価記号

低圧（インサート取付費別途、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ａ
アングルフランジ工法ダクト

排煙（インサート取付費別途、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ｂ

共板フランジ工法ダクト （インサート取付費別途、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ｃ

スパイラルダクト 低圧（インサート取付費別途） ⅿ Ｄ

チャンバー 低圧用（シール無し） ㎡ Ｅ

補正市場単価（補正係数）

細 目 摘 要 単位 単価記号 補正係数

低圧（インサート取付費含む、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ａ 1.03
アングルフランジ工法ダクト

排煙（インサート取付費含む、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ｂ 1.03

共板フランジ工法ダクト （インサート取付費含む、Ａ＋Ｂシール無し） ㎡ Ｃ 1.04

スパイラルダクト 低圧（インサート取付費含む） ⅿ Ｄ 1.03

アングルフランジ工法ダクト 低圧（インサート取付費別途、Ａ＋Ｂシール共） ㎡ Ａ 1.02

共板フランジ工法ダクト （インサート取付費別途、Ａ＋Ｂシール共） ㎡ Ｃ 1.02

チャンバー 低圧用（シール共） ㎡ Ｅ 1.03

チャンバー 高圧１及び高圧２ダクト用（シール無し） ㎡ Ｅ 1.03

② 長方形ダクトのＮシール（ダクト接合部ダクト折り返し４隅部のシール）は単価

構成内容に含まれている。ただし、Ａシール（ダクト縦方向のはぜ部のシール）＋

Ｂシール（ダクト接続部のシール）が必要な場合、市場単価補正分を別途計上する。

「標準仕様書（機械）」ではＮシールに加えてＡシール＋Ｂシールが必要なダクトは

厨房、浴室等多湿箇所の排気ダクトと規定されている。

③ チャンバー等のシール費は単価構成内容に含まれていないので、シールが必要な

場合は補正市場単価を使用する。

④ チャンバー等の吊り用インサート（材工共）が単価構成内容に含まれていないの

で、必要箇所数を別途計上する。なお、シーリングデフューザー用ボックスのイン

サートは、特記がなければ１カ所とする。
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表２―２―58 フレキシブルダクト（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―27）

フレキシブルダクト 200㎜ １本当たり 4,100円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

フレキシブルダクト ３ⅿまで 本 1 2,350 2,350 ①

ダ ク ト 用 テ ー プ 50幅 ⅿ 2.5 135 3375 ②

ダ ク ト 工 人 0.08 16,000 1,280 ③

そ の 他 （材＋労）×12％ 式 １ 43965 ④（①～③）3,663.75×0.12

計 4,1034

表２―２―59 たわみ継手（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―30）

た わ み 継 手
片吸込形

№3用
１組当たり 22,000円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

片面アルミ箔ガラス
布（２重） ㎡ 1.16 6,580 7,6328 ①

ピ ア ノ 線 １φ×３本 kg 0.14 797 11158 ②

亜 鉛 鉄 板 厚0.5㎜ ㎡ 0.37 534 19758 ③

リ ベ ッ ト 4.5φ×81 本 102 1 102 ④

形 鋼 kg 7.9 945 74655 ⑤

雑 材 料 （材）×３％ 式 １ 26372 ⑥（①～⑤）8,790.51×0.03

ダ ク ト 工 人 0.64 16,000 10,240 ⑦

そ の 他 （材＋雑＋労）×14％ 式 １ 2,70119 ⑧（①～⑦）19,294.23×0.14

計 21,99542

② 市場単価適用単価

表２―２―60～表２―２―64に吹出口、風量調節ダンパー、長方形ダクト、スパイ

ラルダクト、チャンバーの単価作成例を示す。

表２―２―60 市場単価 吹出口（ユニバーサル形）（「標準単価積算基準」表Ｍ１―２―32）

ユニバーサル形吹出口 VHS―400×200 １個当たり 10,700円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

VHS ―400× 200 個 １ 4,680 材料単価

吹 出 口 取 付 費 0.10㎡以下 個 １ 5,980 市場単価

計 10,660

４ ダクト設備
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第２節 共通工事

１ 仮 設

⑴ 一般事項

設備工事の仮設は、「標準単価積算基準」第２編第２章第１節に基づき適切に算定す

る。

設備システムの機能停止等が困難な場合に、既存の設備機能等を維持させるための設

備が必要な場合は、仮設備を計上する。仮設備に使用する仮設材費の単価については、

原則として損料率を算出して仮設材費を適切に算定し、労務費を計上する。

仮設配管等を本工事とする場合、拾い数量は図面からの設計数量を計上するが、単価

については「改修標準仕様書（機械）」において、仮設等に使用する材料は、使用上差

し支えのないものとする。との記載もあり、必ずしも新品を要求していないこと及び短

期間の仮設後に再使用（転用）等の可能性もあることから、管種の汎用性や使用用途に

ついて確認した上で、計上する配管等の複合価格を70％程度に低減してもよい。

また、保温の必要な場合は全損と考え100％を計上する。

⑵ 単価作成例

表３―２―１に仮設配管の単価作成例を示す。

表３―２―１ 仮設配管（HIVP）（「標準単価積算基準」表Ｍ１―１―45）

給 水 管 呼び径 100Ａ 屋外架空（仮設） 接着接合 １ⅿ当たり 4,860円

名 称 摘要・規格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

管 HIVP 100Ａ ⅿ 1.05 1,395① 1,46475

継 手 管単価×30％ 式 1 4185 ② ①×0.30

接 合 材 等 管単価×10％ 式 1 1395 ③ ①×0.10

支 持 金 物 管単価×25％ 式 1 34875 ④ ①×0.25

配 管 工 人 0.221 18,000 3,978 ⑤

そ の 他 （労）×15％ 式 1 5967 ⑥ （⑤）3,978×0.15

計 6,9462 ⑦

低 減 単 価 複合単価×70％ 4,86234 ⑧ （⑦）6,946.2×0.7
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表３―５―７ 配管類撤去（撤去後再使用する場合）（「標準単価積算基準」表Ｍ２―４―１）

配管用炭素鋼鋼管

（白 管）
呼び径 50Ａ 屋内露出 冷却水 １ⅿ当たり 1,720円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

配 管 工 人 0.0832 18,000 1,4976 0.208×0.4

そ の 他 （労）×15％ 式 1 22464 1,497.6×0.15

計 1,72224

表３―５―８ 配管類撤去（「標準単価積算基準」表Ｍ２―４―１）

配管用炭素鋼鋼管

（白 管）
呼び径 50Ａ 屋内露出 冷却水 １ⅿ当たり 1,290円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

配 管 工 人 0.0624 18,000 1,1232 0.208×0.3

そ の 他 （労）×15％ 式 1 16848 1,123.20×0.15

計 1,29168

表３―５―９ 給水管保温撤去（「標準単価積算基準」表Ｍ２―４―２）

給 水 管 保 温 撤 去 呼び径 50Ａ 屋内露出 ポリスチレ
ンフォーム １ⅿ当たり 460円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

保 温 工 人 0.015 16,800 2528

ダ ク ト 工 人 0.009 16,000 144

そ の 他 （労）×16％ 式 1 6336 396.8×0.16

計 45936

表３―５―10 ダクト類保温撤去（「標準単価積算基準」表Ｍ２―４―５）

長方形ダクト保温撤去
ロックウール

グラスウール
屋内露出

カラー

亜鉛鉄板
１㎡当たり 3,310円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

保 温 工 人 0.17 16,800 2,856

そ の 他 （労）×16％ 式 1 45696 2,856×0.16

計 3,31296

１ 撤 去
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参考表２―１―４ グラスウール（ダクト類）（「公共研参考歩掛り」表RM―１―16）

区分 施工場所

細

目

保

温

厚

㎜

単

位

材

鋲

(38Ｌ) (65Ｌ)

グラス

ウール

保温板

グラス

ウール

保温帯

アルミガ
ラスクロ
ス化粧保
温板

アルミガ
ラスクロ
ス化粧保
温帯

ポリエチ

レンフィ

ルム

アスファ

ルトルー

フィング

エマル

ジョン

接着剤

本 本 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎏

屋内露出
(居室、廊下など) 50㎡ ― 20 1.30 ― ― ― ― ― ―

機械室、書庫、倉庫
など

25

50

㎡

㎡

20

―

6

20

―

―

―

―

1.30

1.30

―

―

―

―

―

―

―

―

長

方

形

屋内隠ぺい、ダクト
シャフト内 25㎡ 20 6 ― ― 1.30 ― ― ― ―

屋外露出
(バルコニー、開放廊下
を含む)及び浴室、厨
房などの多湿箇所(厨
房の天井内は含まない)

50

50

㎡

㎡

―

―

20

20

1.30

1.30

―

―

―

―

―

―

2.97

―

―

1.38

―

―

一

般

ダ

ク

ト

屋内露出
(居室、廊下など) 50㎡ ― ― ― 1.45 ― ― ― ― ―

機械室、書庫、倉庫
など

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

25

50

㎡

㎡

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1.45

1.45

―

―

―

―

―

―

ス

パ

イ

ラ

ル

屋内隠ぺい、ダクト
シャフト内 25㎡ ― ― ― ― ― 1.45 ― ― ―

屋外露出
(バルコニー、開放廊下
を含む)及び浴室、厨
房などの多湿箇所(厨
房の天井内は含まない)

50

50

㎡

㎡

―

―

―

―

―

―

1.45

1.45

―

―

―

―

3.29

―

―

1.52

―

―

50㎡ ― 30 1.05 ― ― ― ― ― 0.30
サプライ

チャンバー 25㎡ 30 ― 1.08 ― ― ― ― ― 0.30消
音
内
貼
り 50㎡ ― 30 1.05 ― ― ― ― ― 0.30

消音チャンバー

消音エルボ
25㎡ 30 ― 1.08 ― ― ― ― ― 0.30

注）１．保温工（40ｋ）は、保温材が40ｋの場合に適用する。

２．保温工（32ｋ）は、保温材が32ｋの場合に適用する。

参考資料〔機械設備工事〕
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料

アルミガラスクロス
粘着テープ

65巾 85巾 110巾

ガラス

クロス

銅きっ

甲金網

(10目)

外

装

材

雑

材

料

保

温

工

40Ｋ

保

温

工

32Ｋ

ダクト工

亜鉛

鉄板

(0.4㎜)

カラー亜

鉛 鉄 板

(0.35㎜)

溶融アルミニ

ウム亜鉛鉄板

(0.35㎜)

アルミニ

ウ ム 板

(0.8㎜)

ステンレ

ス 鋼 板

(0.3㎜)

運

搬

費

そ

の

他

ⅿ ⅿ ⅿ ㎡ ㎡ ㎡ 人 人 人 人 人 人 人

― ― ― ― ― 1.75 0.085 ― 0.48 0.50 0.50 0.58 0.86

0.85

2.58

5.60

―

―

3.34

―

―

―

―

―

―

0.158

0.134

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

0.85 5.60 ― ― ― ― 0.150 ― ― ― ― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1.75

1.75

0.102

0.102

―

―

0.48

0.48

0.50

0.50

0.50

0.50

0.58

0.58

0.86

0.86

― ― ― ― ― 1.75 0.129 0.103 0.34 0.36 0.36 0.44 0.61

4.45

4.97

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１
式
（
材
料
費
×
10
％
）

0.163

0.176

0.130

0.141

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１
式
（

材
料
費
＋
雑
材
料
費
）
×
３
％
）

１
式

4.45 ― ― ― ― ― 0.155 0.124 ― ― ― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1.75

1.75

0.154

0.154

0.123

0.123

0.34

0.34

0.36

0.36

0.36

0.36

0.44

0.44

0.61

0.61

― ― ― 1.00 1.10 ― 0.255 ― ― ― ― ― ―

― ― ― 1.00 1.10 ― 0.240 ― ― ― ― ― ―

― ― ― 1.00 ― ― 0.221 ― ― ― ― ― ―

― ― ― 1.00 ― ― 0.199 ― ― ― ― ― ―

１ 配管工事
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配管工
細 目 単位 摘 要 その他

人

補 助 散 水 栓 箱

（埋 込 形）
組

ホース、ノズル、ホース収納装置、

（発信機、表示灯、電鈴）箱
1.40 １式

補 助 散 水 栓 箱

（露 出 形）
組

ホース、ノズル、ホース収納装置、

（発信機、表示灯、電鈴）箱
1.25 １式

⑸ 単価作成例

参考表２―４―５にスプリンクラー設備の単価作成例を示す。

参考表２―４―５ スプリンクラーヘッド（「公共研参考歩掛り」表RM―４―２）

スプリンクラーヘッド マルチ型 閉鎖型 １個当たり 4,750円

名 称 摘 要 ・ 規 格 単位 所要量 単 価 金 額 備 考

スプリンクラーヘッド マルチ型 閉鎖型 個 1 1,090 1,090

配 管 工 人 0.18 18,000 3,240

そ の 他 (労)×14％ 式 1 4536 3,240×0.14

計 4,7476

２ 消火設備
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